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訴訟の提起に関するお知らせ 

 
当社は、平成 20 年７月 11 日付けにて訴訟の提起を受けましたので、下記のとおりお知
らせいたします。（訴状受領日：平成 20年８月６日） 

 
記 

１．訴訟を提起した者（原告） 
  名 称 株式会社アート 
  所在地 東京都品川区東五反田一丁目 25番 11号 
 
２．訴訟を提起された者（被告） 
 （１）長野日本無線株式会社（当社） 
（２）スタンレー電気株式会社（所在地：東京都目黒区中目黒二丁目９番 13号） 

（以下スタンレー電気と記載） 
 
３．訴訟が提起されるに至った経緯 
 当社は平成７年より、スタンレー電気から、原告に納入する電気錠制御盤（本件製品）

の製造委託を受けてきました。その後、同社からの要請により平成 17年５月まで、当社
が直接原告から本件製品の製造を受注し、原告に納入するようになりました。 
平成 19年４月に、本件製品の一部に不具合が発生し、関連する会社間にて原因調査を
行い改修を行うことになりました。原因は、本件製品に内蔵するスタンレー電気指定の

Ａ社製ユニットの設計上の問題から生じた不具合であることが、関連する会社間で共通

認識となっております。なお、当該ユニットを使用し製造を行った期間は平成 11年頃か
ら平成 13年末頃までと推認されます。 
本件不具合については、その原因が設計上の問題であり、製造業務には無く、当社は

本件製品の設計には一切関与していないことなどから、改修費用の負担責任は無いとの

立場ながら、改修優先の精神に基づき対策品の供給に積極的に協力してまいりました。 
このような状況の下、改修費用の負担について、関連する会社間で協議を進めていた

ところ、原告が訴訟の提起に至ったものであります。 
 
 



４．訴訟内容 
 当社に対し、将来発生するおそれのある原告の顧客に対する納品済み本件製品の全て

について、交換作業費として６億 4352 万円及び本件製品の代替製品の引渡し、もしく
はこれに代わる同等製品の市場調達費として約４億 2474 万円の支払請求を中心に、若
干の実損等を合わせ、総額 10億 8482万 8029円の支払を請求しています。また、スタ
ンレー電気に対してもほぼ同旨の請求をし、両者のいずれかによる損害賠償を求めてい

ます。 
 
５．今後の見通し 
（１）本件製品の不具合に伴う当社への損害賠償については、不具合が発生したと称

するユニットがスタンレー電気指定のＡ社の設計・製造品であり、当社は実質的に全

く関与していないことなど、当社に責任があるとは思われません。 
また、その請求額の殆どは、原告の一方的な発生予想に基づく抽象的な損害をもと

に、あらかじめ全製品の交換を前提とする損害賠償請求であって、損害との因果関係

もないと思われます。 
（２）当社の今期以降の業績には殆ど影響を及ぼさないものと確信しております。 

 
以  上 


